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  楽器訓練プログラムが高齢者の認知・脳機能に与える影響に関する実験的研究   
 
                                       
 
                                       
 
                                       
 





   ２．和文の場合は、４０００字から８０００字程度、外国語の場合は、２０００語
から４０００語程度とする。 
   ３．「論文要旨」は、ＣＤ等の電子媒体（１枚）を併せて提出すること。 



















































を用いた楽器訓練プログラムを週 1 回 1 時間（計 16 回）実施した。介入
内容には指の器用さと独立性の練習、楽典基礎の学習および楽曲の演奏を含
んでいた。認知・運動機能と感情面の検査、およびワーキングメモリを評価




















related use of neural circuits hypothesis（CRUNCH; Reuter-Lorenz & Cappell, 
2008）と矛盾しなく、比較的簡単な課題では高リスクの高齢者は低リスクの
高齢者よりも脳活動が高くなるという報告とも整合していた（Grady, 2012）。 
楽器を演奏することは、さまざまな脳領域間の情報統合を必要であり、脳
の機能的結合に関する分析は、空間的に離れた脳領域間がどのようにまとま
って機能するかに関する情報を提供する。そこで、研究 3では、ワーキング
メモリ課題遂行中の脳の機能的結合が、高齢者における楽器訓練プログラム
により変調されるかどうかに焦点を当て分析を行った。また、楽器訓練介入
による認知機能の変化（研究 1）と機能的結合の変化との関係の検討も行っ
た。4ヶ月の楽器訓練プログラムによって、統制群と比較して、実験群で
は、（1）楽器演奏とワーキングメモリに関連する脳領域にワーキングメモリ
課題遂行中の機能的結合を変化すること、（2）実験群における機能的結合の
変化は行動検査成績の変化との間に関連があることが予測された。その結
果、実験群のみ、ワーキングメモリ課題遂行中、「右後部帯状回と左中側頭
回」、および「左被殻と右上側頭回」の機能的結合が減少した。さらに、認知
機能の改善と機能的結合の変化との相関について検討したところ、実験群で
は、左被殻と右上側頭回間の機能的結合の減少と言語記憶課題成績の上昇と
関連していることを示した。これらのことから、左被殻と右上側頭回間の機
能的結合の減少が大きいほど、言語記憶課題成績の改善が大きいことがわか
った。これらの発見は、楽器介入によって引き起こされた神経効率の改善の
追加の証拠として解釈できる。 
以上の 3つの研究により、4ヶ月の鍵盤ハーモニカを用いた楽器訓練プログ
ラムにより、高齢者の言語記憶機能とワーキングメモリ課題遂行中の神経処理
効率を改善させる可能性があると考えられる。課題関連の脳の機能的結合の減
少は特に新しい知見であった。本研究により、鍵盤ハーモニカを用いた楽器訓
練プログラムが健常高齢者の認知機能に与える効果、そして、楽器演奏訓練に
よる認知機能の改善に伴う神経基盤の変化に関する新たな知見が提供できた。
これらの成果は、将来的に加齢による認知機能低下や神経処理効率低下の予
防・改善に非常に重要であり、生涯にわたる脳の可塑性についての理解を前進
させることが期待できる。また、従来の楽器や運動を用いた介入は、高価なピ
アノを使用したり、ハードな運動を実施したりすることなど、参加者にとって
負担が大きいという問題点があった。本研究では、安価で携帯性に優れ、初心
者にも取り組みやすく、かつ適当な認知的負荷がある楽器である鍵盤ハーモニ
カに着目した。この楽器であれば、高価なピアノやハードな運動に比べて日常
生活で継続的に実施・実践でき、将来的に社会における普及の可能性があると
考えられる。 
